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日頃はウェルウォークをご活用いただきまして誠にありがとうございます。

今回は、先月2月6日(土)に開催させていただきました『ウェルウォーク研究会』について、ご紹介させていただきます。

問い合わせ先：clinical-ww@mail.toyota.co.jp

ウェルウォークの導入施設様同士で日頃の課題や運用方法について意見交換して頂くことを目的とし、これまでに11回

（前身の「トヨタ リハビリロボット研究会」を含む）開催してきました。導入をご検討されている施設様にも多数ご参加頂

いており、「生の声」を聞くことができて大変参考になるとご好評を頂いております。

ウェルウォーク研究会とは？

今年度はコロナの影響もあり、初めてのWeb開催に挑戦し、10月と2月の2回開催させていただきました。

不慣れな点もあり音声トラブル等でご迷惑をおかけする場面もありましたが、発表や司会等でご協力いただいた先生方

をはじめ、ご参加いただいた皆様に支えられながら無事に終えることができました。誠にありがとうございました。

今年度は初のWeb開催に挑戦し、多くの先生にご参加いただきました！

■第10回ウェルウォーク研究会

開催日程： 2020年10月3日(土)
13:30～18:30 ※未導入施設様は12:40~

参加人数：［導入施設］56施設 約230名［未導入施設］ 21施設 約52名

■第11回ウェルウォーク研究会

開催日程： 2021年2月6日(土)
13:40～17:20 ※未導入施設様は13:00~

参加人数：［導入施設］53施設 約183名［未導入施設］ 33施設 約84名

来年度に向けて

当日の様子

第11回ウェルウォーク研究会のご報告

今年度の気づきを踏まえ、来年度はさらに充実した「ウェルウォーク研究会」を開催できるよう企画して参りたいと思います。

また、来年度からは『サテライト研究会』（「ウェルウォーク研究会」よりも小規模でより気軽にオンラインで意見交換いた

だけるような場）の実施も予定しております。別途ご案内させていただきますので、皆様是非積極的にご参加いただけま

すと幸いです。

第10回の研究会実施後にプログラム時間が長い、 Webだと発言しづらいといったコメントをいただきましたので、今回

は約1時間半プログラムを短縮し、Bコースでは議論タイムの回数増加、チャット機能の活用等の改善や工夫をして

実施しました。

第11回 参加者からの声

第11回ウェルウォーク研究会 プログラム紹介

・基調講演 …『脳卒中患者の歩容再考』について藤田医科大学 大高洋平先生よりご講演

・研究結果報告 …複数のWW導入施設様にご協力いただいて実施したRCTの結果等をご報告

・コース別ディスカッション …Aコース(セミナー形式)とBコース4班(ディスカッション形式)にわかれ、症例発表・ディスカッション

・WW-2000の症例発表 …現在販売中のモデルWW-2000の新機能を使用した症例に関するご発表

・Q&A・情報交換会 …小グループにわかれ、参加者同士でざっくばらんにディスカッション

研究会開始前には、未導入施設様向けにウェルウォークの導入経緯紹介、ウェルウォーク導入の波及効果をご紹介しました

 他施設での運用状況が分かり、参考になりました

 パラメータ設定について今後に活かしていけそうと感じました

 Bコースでの議論は前回より活発になったように感じました

 Webは参加しやすいのでありがたいです

 ディスカッション時間がもう少し欲しかったです

 やはり対面の方が楽しいですね


